
各 位 
 
平素より本学会の学術誌である「高次脳機能研究」に関するご投稿や査読に関するご協力、
誠にありがとうございます。 
 
さて、この度「高次脳機能研究」は、2024年 12月号をもちまして紙媒体での出版を終了
し、完全にオンラインジャーナルとしての配信に移行することを編集委員会と理事会で決定
しましたので、お知らせいたします。 
 
この変更は、従来の紙媒体と PDF のアナログ形式では不可能であった、デジタル形式に移
行することにより、学術誌を世界標準の書式規格である XML（eXtensible Markup 
Language）化することが目的です。日本のオンラインジャーナルのプラットフォームであ
る J-STAGEでも昨年から強く推奨しているように、XML 化によって検索性の向上と迅速化
で広範な読者に対して最新の研究成果を提供できるようになります。逆に言うと、XML化
をしていないと本学術誌が検索されない場合が増える可能性があります。XML 形式の利点
のひとつは機械可読性です。したがって、完全ではないものの英語への自動翻訳も可能とな
ります。海外の読者が英語抄録のみならず、本文の内容を理解することも可能となります
（実際に高次脳機能学会事務局に本文を英文化してほしいという問い合わせもありますが、
今のところ対応できておりません）。 
 
また、投稿システムもデジタル化するため、ScholarOne の投稿システムの導入を進めてお
ります。オンラインジャーナル移行後も、著者からの投稿料は発生しません。読者も高次脳
機能学会のホームページやオンラインプラットフォームである J-STAGEから無料で閲覧で
きます。さらに、会員におかれましては、一斉メールの配信で最新の研究成果をお届けする
ことが可能になります。 
 
一方で、紙媒体がなくなる関係で、PDFの機能を改善しております。具体的にはハイライ
トやコメントを入れることができ、従来の紙に少しでも似た機能を付与し始めております。
以上の点、ご了承いただけたら幸いです。 
 
何かご不明な点やご質問がございましたら、お気軽にご連絡ください。今後とも「高次脳機
能研究」へのご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 
どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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